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二十五一四黒川真頼家蔵書目録影印（四）『書籍目録地中』

「
書
籍
目
録
地
中
」
は
七
十
五
丁
か
ら
成
る
が
、
料
紙
は
赤
色
六
十
一
丁
、
黒
色
十
四
丁
を
有
す
る
。
黒
色
料
紙
の
う
ち
、
七
・
六
十
九

・
七
十
五
丁
の
各
料
紙
は
記
述
が
な
く
、
追
記
の
た
め
の
挿
入
と
翠
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
冊
に
は
丁
付
が
な
い
た
め
、
影
印
で
は
丸
括
弧
内
に

通
し
の
丁
数
を
付
し
て
利
用
の
便
を
計
っ
た
。
表
紙
は
害
外
題
で
内
題
は
な
い
。
た
だ
し
、
本
冊
改
編
の
た
め
か
二
十
六
丁
オ
モ
テ
に
「
地
蔵

之
部
下
」
の
内
題
が
み
ら
れ
る
が
、
蔵
書
印
は
な
い
。
大
き
さ
は
全
冊
と
も
同
じ
で
二
四
、
九
ミ
リ
×
一
七
、
一
ミ
リ
で
あ
る
。
内
容
は
書
目

・
索
引
・
風
土
記
・
日
記
・
神
道
ほ
か
を
収
載
し
て
い
る
。

黒
川
本
に
は
表
紙
右
上
に
朱
の
丸
印
の
中
に
分
類
さ
れ
た
語
が
承
ら
れ
る
。
本
学
が
所
蔵
す
る
も
の
に
は
「
物
語
」
「
官
職
」
「
地
図
」
「
漢

籍
」
「
図
画
」
「
服
飾
」
「
類
書
」
の
各
印
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
つ
ぎ
に
記
す
目
録
の
分
類
用
語
を
表
紙
に
記
し
た
も
の
と
ゑ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
本
来
、
黒
川
家
の
蔵
書
目
録
は
三
本
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
一
本
は
蔵
書
を
三
十
一
部
門
に
分
け
た
も
の
で
、
三
十
一
冊
か

ら
成
っ
て
い
る
。
（
『
新
・
紙
魚
の
昔
が
た
り
』
図
書
新
聞
第
三
八
六
号
一
九
八
四
年
一
月
二
八
日
参
照
）
。

右
原
本
の
消
息
は
判
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
四
部
門
を
写
し
た
と
ゑ
ら
れ
る
も
の
が
、
明
治
大
学
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の

目
録
は
版
心
に
明
治
大
学
の
文
字
が
入
っ
た
も
の
で
、
朱
色
の
縦
の
線
に
よ
る
十
行
の
料
紙
で
あ
る
。
こ
れ
に
横
線
を
引
き
、
一
行
二
十
字
の

桝
目
を
持
た
せ
墨
字
で
写
さ
れ
て
い
る
。
転
写
は
朱
墨
に
よ
る
訂
正
・
付
記
や
墨
字
に
よ
る
修
正
な
ど
、
原
本
に
倣
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
記

述
に
な
っ
て
い
る
。
目
録
は
表
紙
の
右
上
に
分
類
、
右
下
は
各
冊
に
「
共
三
十
一
冊
」
、
左
上
に
「
書
籍
目
録
」
、
左
下
に
巻
数
表
示
を
持
つ
。

解
題
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参
考
文
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『
黒
川
家
旧
蔵
武
家
法
Ｉ
中
世
・
近
世
Ｉ
関
係
図
書
に
つ
い
て
』
佐
藤
邦
憲
著
（
「
明
治
大
学
刑
事
博
物
館
年
報
」
）
十
五
昭

和
五
十
九
年
三
月
刊
）

注
⑩
一
丁
ゥ
六
行
目
「
尚
書
」
を
胡
粉
で
塗
抹
し
、
「
尚
書
口
詩
」
と
割
書
き
。

③
二
丁
ゥ
六
行
目
墨
で
「
一
○
」
の
「
○
」
を
抹
消
し
、
．
」
に
訂
正
。

③
十
三
丁
ウ
十
行
目
朱
墨
で
「
後
」
を
挿
入
。

○

⑳
十
九
丁
オ
一
行
目
冊
数
表
示
の
上
段
左
を
朱
墨
で
抹
消
し
、
右
に
コ
ー
」
と
訂
正
。

⑤
二
十
六
丁
ウ
ニ
行
目
冊
数
表
示
の
「
二
」
を
朱
点
で
抹
消
し
、
「
こ
に
訂
正
。

⑥
二
十
七
丁
ゥ
一
行
目
朱
墨
で
「
原
本
」
と
補
記
、
冊
数
表
示
の
「
二
六
」
を
胡
粉
で
塗
抹
し
、
「
一
六
」
に
訂
正
。

本
稿
で
の
影
印
掲
載
は
量
的
な
関
係
か
ら
縮
少
し
て
い
る
。
よ
っ
て
欄
外
の
記
号
（
○
レ
ー
等
）
は
全
て
省
か
れ
て
い
る
。
注
は
特
に
判
読

し
に
く
い
個
所
を
中
心
に
載
せ
、
胡
粉
で
塗
抹
し
修
正
し
て
あ
っ
て
も
、
読
取
り
で
き
る
も
の
は
注
の
中
に
入
れ
な
か
っ
た
。

各
冊
と
も
害
外
題
で
あ
り
、
分
類
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
括
弧
内
の
数
字
は
目
録
の
丁
数
で
あ
る
。

十
一
儀
式
（
二
十
丁
）
、
十
二
制
度
（
二
十
二
丁
）
、
十
三
地
方
経
済
銭
貨
（
十
九
丁
）
、
廿
二
徳
川
（
六
十
一
丁
）

事
務
用
の
基
本
カ
ー
ド
に
は
書
名
・
著
者
名
・
刊
記
・
旧
蔵
者
・
印
記
の
他
に
こ
の
分
類
用
語
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
承
る
と
三

十
一
冊
の
書
籍
目
録
は
分
類
目
録
で
あ
り
、
蔵
書
の
各
冊
に
押
印
さ
れ
た
用
語
は
こ
の
目
録
と
結
び
つ
く
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

一ワQ－
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⑦
二
十
八
丁
オ
六
行
目
朱
墨
で
「
中
右
記
十
五
冊
ノ
後
部
ヨ
リ
分
割
ス
」
と
補
記
。

⑧
二
十
九
丁
ウ
七
行
目
「
諺
草
欠
」
と
「
五
」
を
朱
墨
に
よ
る
抹
消
。

ミ
ヤ

側
五
十
二
丁
ゥ
六
行
目
朱
墨
で
「
宮
」
を
抹
消
し
、
「
官
」
と
訂
正
。

｛
ハ

⑩
五
十
八
丁
ゥ
五
行
目
冊
数
表
示
の
「
三
五
」
を
朱
点
で
抹
消
し
、
「
五
十
七
」
と
訂
正
。

⑪
六
十
七
丁
ゥ
六
行
目
冊
数
表
示
は
虫
損
に
よ
り
不
明
、
「
六
」
か
。

⑫
六
十
八
丁
ウ
ニ
行
目
「
古
事
類
苑
法
律
部
」
を
墨
で
抹
消
。

⑬
六
十
八
丁
ゥ
六
行
目
冊
数
表
示
は
虫
損
に
よ
り
不
明
、
「
五
」
か
。

⑭
七
十
丁
オ
五
行
目
冊
数
表
示
は
虫
損
に
よ
り
不
明
、
．
」
か
。

⑮
七
十
丁
ウ
六
行
目
冊
数
表
示
は
虫
損
に
よ
り
不
明
、
「
三
」
か
。

⑯
七
十
一
丁
オ
五
行
目
冊
数
表
示
は
虫
損
に
よ
り
不
明
、
「
こ
か
。

⑰
七
十
一
丁
オ
九
行
目
「
西
宮
記
目
録
」
を
朱
墨
で
抹
消
し
、
「
分
ケ
テ
別
冊
ト
ス
」
と
補
記
。

⑱
七
十
三
丁
オ
八
行
目
④
冊
数
表
示
の
「
九
」
を
墨
で
抹
消
し
、
「
二
」
に
訂
正
。

㈲
上
部
欄
外
に
朱
墨
で
「
文
部
省
ノ
政
事
要
略
〈
廿
六
本
ア
リ
」
と
補
記
。

⑲
七
十
四
丁
オ
八
行
目
冊
数
表
示
は
墨
で
「
一
」
を
抹
消
か
。

⑳
七
十
四
丁
ウ
一
行
目
「
令
」
を
一
宇
挿
入
し
、
「
令
集
解
」
と
な
る
。
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